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　「高知県食料産業クラスター協議会」発足

　平成 19 年４月１日付けで、高知県の食料産業に関わる産学官の関係者が中核となってネットワークを形成するこ
とにより、農業と食品産業との間の連携強化、県産の農林水産物を活用した新商品開発、地域食材の高付加価値化並
びにブランド化、製品販路の開拓を推進し、生加販コラボレーションによる地域に密着した食品産業の振興及び地域
経済の活性化とともに、食育と健康まちづくりを目的とした、高知県食料産業クラスター協議会が設立されました。
　４月 26 日に設立総会が開かれ会長には、高知県食品産業協議会会長の橋田照善氏、副会長には、高知県工業技術
センター所長の西内豊氏と本学副学長兼国際・地域連携センター長の受田浩之教授が選任され、８名の委員と共に企
画運営会議を取り纏め、事業の推進を積極的に図ることとなりました。
　初年度には、著名な講師を招聘して２回のセミナーを開催しています。
　平成 19 年 12 月７日　　食品開発セミナー抗アレルギー活性「べにふうき」
　平成 20 年１月 28 日　　地域食材の可能性を探る（力強い食料産業の創出に向けて）
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　平成 19 年６月 20 日（水）～ 22 日（金）、東京ビックサイトにおいて「第６回 国際バイオフォーラム＆国際バイオ
ＥＸＰＯ」が開催されました。このフォーラムは、全国各地の 168 におよぶ大学・国公立研究所の研究室が参加し、
プレゼンテーションやポスター展示を通じ、最新研究成果を発表する場となっています。高知大学は、以下２件の研
究成果を発表、併せてパネルの展示も行い、来場する製薬・食品企業などの産業関係者と活発に情報交換を行った結果、
共同研究に発展しました。

　出展内容は次のとおり。

　「根粒菌のビタミンＢ 6 分解に関わる遺伝子群」　
　（農学部　教授　八木　年晴）

　「ピーマンからのフラボノイド配糖体の生産と利用：稀少分岐糖アピオース」
　（農学部　准教授　手林　慎一）

（展示会場風景）

　「第６回 国際バイオフォーラム＆
　　　　　　　　国際バイオＥＸＰＯ」に出展

産学官民連携部門
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１ 研究成果①

　新開発の放射線増感剤（過酸化水素含有ヒアルロン酸　
　　　　　　　　　　ナトリウム）による著明な臨床効果

小川恭弘、久保田　敬、植　博信、宮武加苗、田所導子、明間　陵、都築　明、八百川　心、徳廣志保、

　　佐々木俊一、横田典和、都築和宏、山西伴明、伊藤悟志、刈谷真爾、人見次郎、濱田典彦、福本光孝、

西岡明人

高知大学医学部　放射線医学講座・附属病院放射線部・PETセンター

はじめに
　現在の放射線治療に汎用されているリニアックのエックス線および電子線のような低 LET (linear energy transfer) 
放射線の効果のうち、約３分の２は間接作用によるとされており、生体内・細胞内の水の放射線分解によって生じる
ヒドロキシルラジカルなどのラジカル形成によるものであり、従って、腫瘍組織に酸素が存在しなければ放射線効果
は３分の１にまで低下するとされてきた。したがって、従来から、低酸素状態の腫瘍組織の酸素分圧を上昇させるた
めの多くの試みがなされてきたが、放射線治療の臨床において使用可能で有効な低酸素性腫瘍細胞増感剤は、未だ開
発されていない現況にあった。また、高圧酸素ユニットなどを用いて、患者の腫瘍組織の酸素分圧を高めた状態で放
射線照射を行うという、高圧酸素下での放射線治療の試みも行われてきたが、それによる効果も定かではなかった。
　ところで、種々の癌組織を、生検等で採取直後に液体窒素中に超低温保存して、凍結下にクライオスタットを用い
て癌組織などの薄切切片を作成し、種々のモノクローナル抗体を用いて免疫組織化学染色を行う手法は広く用いられ
ているが、この時の前処置として、バックグラウンドの非特異的染色を防ぐために通常、0.3% 程度の薄い過酸化水素
を用いて内因性ペルオキシダーゼ　ブロックを行うのが一般的である。これを行わないと、多くの癌組織および放射
線治療に抵抗性であった癌組織の免疫組織化学染色は、組織のペルオキシダーゼによる茶褐色の非特異的染色により、
不成功に終わることが常である。これにおいて、0.3% 程度の薄い過酸化水素水溶液に浸したスライドグラス上の癌組
織薄切切片をよく観察していると、浸してから数分後には、薄切切片の表面に微細な気泡が多数出現してくるのが分
かる。これが、まさに酸素の泡であり、この泡は薄切癌組織のペルオキシダーゼにより過酸化水素が分解されて生じ
るものであり、生体の最も重要な抗酸化酵素であるペルオキシダーゼは、過量の過酸化水素により失活する。すなわち、
免疫組織化学染色における前処置としての内因性ペルオキシダーゼ　ブロックという手技は、現在のライナックによ
る低 LET 放射線治療のネックとなっている腫瘍組織の低酸素状態と多量の抗酸化酵素の存在という二つの大きな要
因を解決する方法を示す試験管内モデルであったと言うことができる。
　小川らは、すでに十数年以上以前からこの現象に気づいていたが、果たしてこれをいかに実際の癌放射線治療の臨
床において生かすことができるかを現実のものとするには、さらに数年の歳月を要したところである。
　以上のごとく、本研究の目的としては、現在の放射線治療に汎用されているリニアックを利用しつつ、過酸化水
素により腫瘍組織の抗酸化酵素ペルオキシダーゼ / カタラーゼを不活性化するとともに、この時に発生する酸素に
より腫瘍局所の酸素分圧を上昇させる。これによって、低 LET 放射線抵抗性腫瘍を高感受性に変換する。この理論
に基づいて、種々の局所進行悪性腫瘍に対する放射線治療効果を飛躍的に高めるための「酵素標的・増感放射線療法 
KORTUC: Kochi Oxydol-Radiation Therapy for Unresectable Carcinomas 」を世界で初めて考案し、腫瘍組織への局
注用の放射線増感剤を開発し、これを普及させる。

材料・方法
１．この方法の背景：上記のごとく、低 LET 放射線抵抗性の腫瘍には、低濃度の過酸化水素を作用させることによっ
て、細胞内のペルオキシダーゼを失活させ酸素を発生させ、放射線高感受性に変換し得ると考えた。
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　放射線抵抗性の骨肉腫細胞株である HS-Os-1 を用いて、放射線照射時の培養液に 0.1mM という低濃度の過酸化水
素を添加することにより容易にアポトーシスを誘導でき、過酸化水素が強い放射線増感剤であることを示した。

２．KORTUC I: 「表在性の局所進行癌に対して過酸化水素の放射線増感作用を利用した放射線治療」として本学医学
部倫理委員会の承認を得た。この方法では、表在性の局所進行悪性腫瘍に対して、過酸化水素水（オキシドール）を
浸したガーゼをボーラスとして、毎回の放射線照射時に腫瘍表面を被覆し、数分間軽くマッサージを行う。

３．続いて、マウスを用いた実験的検討により過酸化水素のマウス移植腫瘍に対する腫瘍内局注による安全性を確認
した。8 週齢雌の C3H/He マウス（約 20 グラム）の右下腿に移植した SCCVII 腫瘍に対して、約 0.5% の過酸化水素・
リン酸緩衝液 (PBS) を 0.25ml 局注したところ、マウスは激しい疼痛を感じていることが確認された。したがって、注
射局所の疼痛を緩和させるとともに過酸化水素を長時間滞留させることを目的として、過酸化水素に注射可能な種々
の物質を混和してマウス腫瘍局所に注射した。これには、ゼラチンやリポソーム、グリセオール、ヒアルロン酸など
を用いた。この結果、過酸化水素にヒアルロン酸ナトリウムを混和することが最も好ましいことが判明した（未発表
データ）。
　これに基づいて、KORTUC II として：「低濃度の過酸化水素とヒアルロン酸を含有する放射線増感剤の腫瘍内局注
による増感・放射線治療 / 化学療法―皮膚や骨・軟部組織、乳房などの局所進行癌および転移リンパ節に対して」と
して本学医学部倫理委員会の承認を得た。これは、表面に露出していない腫瘍に対しては、過酸化水素を腫瘍内部に
注入する必要があるためである。したがって、過酸化水素の患部への刺激を軽減し、人体に注入しても安全で、かつ
過酸化水素の分解を遅延・抑制させて腫瘍局所に長時間滞留させ、放射線増感効果を有効に発揮できるように工夫し
た局注用の放射線増感剤を新しく開発した。これは、0.5% 過酸化水素を含有する 0.83% ヒアルロン酸ナトリウムであ
り、なお、ヒアルロン酸は過酸化水素によりその分子が切断され粘稠度が低下するため、用時に無菌的に混和して使
用するものである。この最大量 6ml を、週に 1 ～ 2 回、放射線治療の直前に主にパワードプラー超音波ガイド下に腫
瘍局所に注入した。

４．KORTUC III: 「低濃度の過酸化水素とヒアルロン酸を含有する放射線増感剤の腫瘍局所注入による増感放射線治
療 / 化学療法―進行肝細胞がん治療への応用―」として本学医学部倫理委員会の承認を得た。
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５．KORTUC IV: 「低濃度の過酸化水素とヒアルロン酸を含有する放射線増感剤の腫瘍局所注入による増感放射線治
療 / 化学療法―局所的切除不能の進行膵臓がん患者に対する開創照射への応用」として本学医学部倫理委員会の承認
を得た。

結果
１．KORTUC I: いずれも再発・局所進行の悪性黒色腫（左下腿部）、悪性線維性組織球腫 MFH, （右下腹部）、外陰
部パジェット病の各 1 例に施行し、いずれも著効を得た。この治療に伴う明らかな有害事象は、軽度の皮膚・粘膜炎
以外には認めなかった。さらに、出血を伴う局所進行皮膚扁平上皮癌（右鼠径部）、再発・局所進行頸部皮膚癌の各 1
例についても有効であった。

２．KORTUC II: これまでに 50 例以上に実施し、70% 以上の症例で著効を得、なかでも局所進行 / 高齢者乳癌 15 例
では、うち 12 例で cCR (clinically complete response) を持続中である（平均経過観察期間 12 ヶ月）。KORTUC II の

初期経験については現在、論文投稿中である。
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考察・結論
　本治療法は、過酸化水素の適切な濃度・量および投与法・剤形の工夫により、種々の臓器組織の悪性腫瘍に対する
新しい酵素標的・増感放射線療法として幅広く応用できる。過酸化水素を用いた放射線増感については、約 40 年前に、
過酸化水素の動脈内投与についての報告があり、あまり効果がなかったためか、その後、この方法は消滅したようで
ある。我々が開発した腫瘍内局注法は、ヒアルロン酸製剤の出現とともにパワードプラー超音波や多列検出器型コン
ピュータ断層装置 (MDCT) など、最近の科学技術の進歩によって可能になったものである。とくに、乳癌に対しては、
非手術での乳房温存療法が可能になったと言える。この増感放射線療法については、KORTC VII まですでに考案し
ているため、今後、倫理委員会への申請を順次追加し、承認・適応疾患の拡大を図る予定である。

報道
　　高知新聞朝刊１面トップ記事：2007 年 12 月 13 日
　　高知新聞朝刊社説：2007 年 12 月 14 日
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　　高知新聞朝刊：2007 年 12 月 28 日
　　高知放送ラジオ：2008 年２月「新しい増感放射線療法」
   　 NHK まるごと情報市：2008 年４月 17 日
　　NHK ニュース　おはよう日本（全国）：2008 年４月 30 日
　　NHK 四国のニュース：2008 年５月５日
　　NHK「とさ金」：2008 年６月６日、６月９日（再放送）

論文
1.　Ogawa Y, Ue H, Tsuzuki K, et al.: New radiosensitaization treatment (KORTUC I) using hydrogen peroxide 
　　solution-soaked gauze bolus for unresectable and superficially exposed neoplasms. Oncology Reports, 19: 
　　1389-1394, 2008.
2.　Ogawa Y, Kubota K, Ue H, et al.: Development and clinical application of a new radiosensitizer containing
　 　hydrogen peroxide and sodium hyaluronate for topical tumor injection-a new enzyme-targeting 　
　　radiosensitization treatment, KORTUC II (Kochi Oxydol-Radiation Therapy for Unresectable carcinomas, Type 
　　II). submitted to International Journal of Radiation Oncology, Biology, and Physics.
3.　Ogawa Y, Nishioka A, Kubota K, et al.: Remarkable radiosensitizing effect of hydrogen peroxide solution (Oxydol) 
　　for superficial and unresectable neoplasms. Strahlenther Onkol 183 (Sondernr.2): 99-100, 2007.
4. 　Ogawa Y, Kubota K, Ue H, et al.: Development and clinical application of a new radiosensitizer containing
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２ 研究成果②

　高知大学医学部附属病院薬剤部における
　　　　　　　　　　　産学官連携の取り組み

高知大学教育研究部　医療学系医学部門教授

医学部　附属病院薬剤部長

国際・地域連携センター　岡豊分室長

西岡　豊

①独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）育成研究
　　天然資源（枇杷種子由来エキス・室戸海洋深層水）を利用した
　　　　健康飲料品の開発

【研究開発の概要】

　高知大学医学部附属病院薬剤部では、高知県の特産品の一つである枇杷の種子から独自の方法にて加工・抽出して
得た枇杷種子由来エキスが、強力なラジカルスカベンジャーであることを発見し、肝障害、腎障害、高脂血症、がん
化学療法時の副作用 ( 口内炎等 )、花粉症やアトピー性皮膚炎等のアレルギー疾患、さらには皮膚老化等に有用である
ことを基礎実験及び臨床試験により明らかとした。本プロジェクトは、塵埃として破棄されていた枇杷種子を有効利
用し、免疫賦活作用を有する室戸海洋深層水とのマッチングにより各種疾患に対する予防及び治療効果のある飲料品

（一部特定保健用食品）を開発し、医療への貢献はもとより、第一次産業の復興等、大学の使命である地域貢献を行
うことを目的としている。現在、医学部全体にわたる研究体制（約 60 名）において、地元企業である㈱小谷穀粉及
び㈱オーエスケー室戸マリンフーズと共に開発し、商品化を行っている。さらに、現在までの研究活動の成果は、国
内外に多くの特許取得及び出願、さらに論文化がなされており、枇杷種子由来エキスは、高知大学医学部の貴重な研
究シーズとして位置づけられている。

【研究項目】

　高知大学医学部及び共同研究企業は、以下の研究項目毎にチームを組織し、それぞれの専門性を活かし、基礎研究、
動物実験、試作品の開発及び臨床試験・モニター試験等、連携した研究を行っている。　　
　①商品開発と製造  
　②基礎研究
　③肝疾患に対する有用性 
　④癌化学療法時の副作用（口内炎）に対する有用性
　⑤アレルギー疾患に対する有用性
　⑥花粉症に対する有用性
　⑦腎疾患及び高血圧症に対する有用性                              　

【研究成果】

　2007 年度の成果の一例として、花粉症対策用飲料の開発が挙げられる。
基礎的研究及び動物実験において、枇杷種子由来エキスは、花粉症やアトピー性皮膚炎等のアレルギー疾患に有用で
あることが明らかとなった。
　枇杷種子由来エキスは、モルモットを用いた病態モデル動物実験により、花粉により惹起されるくしゃみの回数及
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び血中総 IgE 量の増大を抑制する効果を認めた。
　この様な研究成果を基に、試作品（びわ種茶）を作成し、臨床試験及び外部モニター試験を行った。臨床試験において、
眼 ･ 鼻症状の自覚症状に対する評価では、やや有効以上の肯定例が 70％以上を示し、試作品の有効性が示唆された。
　また、医師による他覚症状に対する評価では、例年、花粉症に悩まされていた各被験者については、外来受診にお
いて経過を観察して症状を数値化、評価した。その結果、眼・鼻臨床所見の各症状の平均スコアは、花粉の飛散に伴
い増悪化傾向を示したが、試作品の服用によりその程度は軽微であった。さらに、外部モニター試験においては、鼻
症状及び眼症状の評価とも、服用良好例が高い評価を示した。服用を遵守することによりその有用性が増大するもの
と推察された。
　現在、市販品については、高知大学及び科学技術振興機構のロゴマークを商品ラベルに記載して販売を行っている。
今後、さらに、医学部全体にわたる研究体制を継続し、枇杷種子由来エキスの多彩な薬理作用を利用した飲料品、医
薬品の開発を目指す。

産学官民連携部門
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②平成 19年度地域新生コンソーシアム研究開発事業
　枇杷種子由来エキスを応用した外用・美容健康剤の開発

【研究開発の概要】

　枇杷種子由来エキスは、強い抗酸化作用を示し、各種疾患の予防、治療に有用である。本プロジェクトは、高知大
学医学部附属病院薬剤部が中心となり、高知大学医学部生理学教室、皮膚科学教室、徳島大学医学部・歯学部附属病
院薬剤部及び高知県地元企業である明星産商株式会社の連携のもと、膨大なニーズを有する花粉症や各種皮膚疾患な
どに適用するため ､ 枇杷種子由来エキスを応用したマスク及び内服液などの外用・美容健康剤の研究開発を行った。
　本プロジェクトは、枇杷種子由来エキスの生体投与経路に着目した。枇杷種子由来エキスは、従来、経口投与によ
る消化管吸収を経て有効成分及び代謝物が薬理効果を発揮するものであるが、本プロジェクトでは、吸入、塗布等の
外用投与においても、適用患部における直接の効果、さらに鼻粘膜吸収、経皮的吸収などにより生体に対する薬理効
果が発揮できる様、含有成分の組成及び含有量の面から枇杷種子由来エキスの製法について再検討を行った。また、
得られたエキスを応用したマスク ､ ウエットシートを研究開発し、有用性、安全性の評価を行った。
　さらに、枇杷種子由来エキスは、抗酸化作用や含有する各種アミノ酸等の新陳代謝作用などにより、皮膚角質化抑
制作用を有すると考えられ、枇杷種子由来エキスを内服することにより、皮膚美白及び角質化抑制作用を有する美容
健康剤、いわゆる「飲む化粧品」の開発研究を行った。今後、化粧品・美容健康剤の分野においては、高齢化社会の
到来により美容健康への意識が向上し、これら商品の市場は膨大なものになると考えられるが、未だ開発しようとす
るような製品は見当たらないのが現状である。本プロジェクトでは、美容健康に有用となる内服液を開発し、有用性、
安全性の評価を行った。

【研究項目】

　高知大学医学部、徳島大学医学部・歯学部及び共同研究企業は、以下の研究項目毎にチームを組織し、それぞれの
専門性を活かし、基礎研究、動物実験、試作品の開発及び臨床試験・モニター試験等、連携した研究を行った。　
　
　①エキス製造方法の検討
　②動物に対する内用・外用適応枇杷種子由来エキスの投与実験
　③健常人を対象とした臨床試験による枇杷種子由来エキスを応用したマスク、ウエットシート、美容健康用内服液
　　の評価
　④枇杷種子由来エキスの癒し効果等についての検討
　⑤枇杷種子由来エキス中の薬理活性成分の検索
　⑥枇杷種子由来エキスの化粧品原料及び美容ドリンク原料としての有用性試験、安定性試験、安全性の確認及び枇
　　杷種子由来エキスを含浸したマスク ､ ウェットシート、美容健康用内服液の試作検討
　⑦健常人を対象とした製品実使用によるモニター評価

【研究成果】

　基礎実験、動物実験及び臨床試験において、種々の検討がなされたが、その成果の一部を紹介する。
　枇杷種子由来エキスには紫外線 UV-B 照射によって誘導される抗酸化酵素 GPx 活性の低下を回復させる作用がある
ことが分かった。類似の作用を示す抗酸化剤（N- アセチル L- システイン：NAC）は、角化細胞内で酸化還元状態に
鋭敏な転写因子 (NF- κ B、AP-1) を活性化しにくくすることで抗炎症的に作用することが分かっている。今後、枇杷
種子由来エキスに NF- κ B 及び AP-1 の抑制作用があるかどうかを検討することにより、さらに枇杷種子由来エキス
がどのような分子生物学的機序で UV-B による角化細胞への保護作用を示すのかを解明したいと考えている。
　この様な研究成果を基に、以下の試作品を作成し、試作品を用いたモニター試験を行った。健常成人を対象とした
マスクを用いたモニター試験においては、鼻詰まりに対する有効性が見出された。また、ウェットシートにおいて、汗・
汚れのふき取りなど一般的なウェットシートに求められる性能は確認された。また、肌触り等も問題ないようであっ
た。枇杷種子由来エキスにはコラーゲン・ヒアルロン酸産生作用及びコラーゲン分解阻止作用があることから、化粧
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品原料として用いることは有効であると考えられた。現在、枇杷種子由来エキスの化粧品原料としての登録の手続き
を行っている。
　美容健康ドリンクを用いたモニター試験においては美容効果や健康効果があるという意見が多かった。特に、15 日
経過時点よりも 30 日経過時点で有効性を感じている人の方が多いことから、本ドリンクの継続的な使用が望ましい
と思われた。現在、ドリンクに関して特許出願中である。

花粉症対策用マスク

ウェットシート

美容健康用内服液

産学官民連携部門
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③平成 19年度都市再生プロジェクト推進調査委託事業
　産学官連携を核にした地域特産本場の本物
　　　「大豊の碁石茶」ブランド育成による地域再生

【研究の概要】
　碁石茶は、高知県長岡郡大豊町にのみ、その製法を伝える後醗酵茶である。その製法は、古来より個々の農家に伝
承されており、生産された碁石茶は、そのほとんどが瀬戸内地方へ出荷され、茶粥の材料として用いられていたが、
消費の減少に伴い衰退し、その生産量は激減した。ところが、近年の健康志向の高まりに伴い、碁石茶は、高知県山
間部に伝承される「幻の茶」として注目され、生産量及び消費量も増大している。しかしながら、伝承されてきた健
康維持等の薬効は風評の域を脱せず、その科学的根拠は乏しい。この様な背景から、高知大学医学部附属病院薬剤部
では、高知大学農学部、大豊町、高知県農業技術センター茶業試験場及び高知県工業技術センター等と共同で本プロ
ジェクトを遂行した。特に、高知大学医学部附属病院薬剤部では、碁石茶の機能性や薬理効果について評価を行い、
碁石茶の抗酸化能は、他の発酵茶（ウーロン茶、紅茶、プアール茶）に比べ高く、強い抗酸化能を有するとされる緑
茶と同等の抗酸化活性を有することを明らかとした。さらに、碁石茶の薬効を検証するため、高脂血症モデル動物に
碁石茶を投与し、高脂血症及び動脈硬化症予防に対する有用性を評価した。
　また、碁石茶の生産技術の高位平準化と栽培・製造基準の策定のため、生産者に対する聞き取り調査を行った。

【研究項目】
　①碁石茶の歴史的背景の探索
　②碁石茶の機能性評価に係る実証実験
　③碁石茶の機能性成分分析
　④碁石茶製造中の各成分変化の解析
　⑤生産技術の高位平準化と栽培・製造基準の策定　
　⑥生産者に対する聞き取り調査
　⑦茶業試験場で栽培及び製造に関する試験の実施

【研究成果】
　碁石茶の機能性評価として、モデル動物であるコレステロール負荷家兎に碁石茶及び他の茶類等を投与し、碁石茶
の高脂血症及び動脈硬化症に対する有用性を評価した。
　その結果、碁石茶投与群は、緑茶、ウーロン茶及び水道水投与群に比べ、血中のコレステロール値、特に悪玉コレ
ステロールと言われている LDL －コレステロール値が低い値を示し、さらに血中の過酸化脂質量においても低い値
を示すことが明らかとなった。
　さらに、モデル動物の大動脈弓における Sudan 染色像において、脂肪染色面積比は、碁石茶投与群は、他の群に比
べ低値を示したこと、また、大動脈断面における oil red 染色像において、碁石茶投与群は、内膜への泡沫細胞の蓄積
が他の群に比べ軽度であったことより、動脈硬化の進展度が低いことが認められた。以上の結果より、碁石茶は、発
酵茶における特有の高脂血症抑制作用と、緑茶に代表される不発酵茶の強い抗酸化活性を併せ持つ、非常に特異な発
酵茶であり、高脂血症や動脈硬化症予防・治療に対して有用であることが明らかとなった。
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　また、今回の検討から、碁石茶は伝承的な製法で製造されることにより高い抗酸化活性を有し、高脂血症及び動脈
硬化症の予防に有用であることが認められた。その特性を維持するためには、品質管理が重要である。しかしながら、
碁石茶の製法は、生産者農家毎に伝承されてきたことから、農家間に相違が認められた。その為、碁石茶生産者農家
製品の抗酸化活性は、生産者農家間及びロット間に大きな差が推察された。そのため、平成 16 年度より、生産者に
対する製法等の聞き取り調査を行い、統一化を図るために、製法基準を文章化し策定した。さらに、各生産者農家に
生産指導を行い、原料茶葉の標準化や生産工程毎の注意点等について改善を促した。その結果、各生産者農家製品の
抗酸化活性値は大きく増大し、生産者農家間の変動係数も小となった。
　以上、産学官連携による調査と研究で機能性が科学的に明らかになると共に、製法等様々な知見が得られた。これ
らの成果により、碁石茶は、経済産業省外郭団体食品産業センターにより「本場の本物」に認定された。今後、碁石
茶の醗酵課程における成分変化等について詳細な検討を重ね、活性本体を確認し予防医学への有用性を確立したいと
考える。

産学官民連携部門
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高知大学教育研究部　自然科学系農学部門教授　沢村　正義

（独）科学技術振興機構イノベーションサテライト高知研究員　柏木　丈拡

　柚子は世界的にもきわめてユニークでインパクトの強い香りを有するカンキツ果実である。このため、柚子の果皮
精油（エッセンシャルオイル）は、食品、香粧品、香水用の香料等としてまた、最近はアロマテラピーの面からも関
心が寄せられている。柚子の国内生産量は約 18000 トンである。このうち、約 1/3 は生果として出荷されている。残
りは加工用として主に搾汁され、柚子酢として利用されている。また、柚子酢を原料とした柚子ポン酢は広く日本人
に親しまれてきた。その他、多種多様な柚子飲料も商品化されている。ところで、柚子果実を搾汁した後には果皮残
滓（ざんし）が多く排出される。柚子の特性として、搾汁率はせいぜい 20％程度で、他のカンキツ類よりも約 4 割程
度低い。このため搾汁後残滓は多量に排出され 1 万トン近くになる。この果皮残滓は一部、菓子や香辛料の香味剤と
して利用されている。しかしながらほとんどは化石燃料を使って産業廃棄物として焼却されている。果皮残滓の処理
問題および有効利用については、柚子だけに限定される問題ではなく、オレンジ、温州ミカン、レモンなどカンキツ
加工業界全体に関わる世界的な重要課題でもある。
　さて、柚子の生産は高知県が全国生産量の約 1/2 を占め第 1 位である。次いで、徳島県、愛媛県と続き、これら四
国 3 県を合わせた生産量は全体の 3/4 を占める。柚子の搾汁量も高知県がもっとも多い。搾汁後の果皮残滓にはまだ
柚子精油が１％程度残存している。本研究のコンセプトを図に示す。本研究は 3 つの柱からなっている。すなわち、
まず第 1 点は、現在廃棄されている精油を効率よくかつ高品質で回収する技術の開発である。これが可能となれば未
利用資源の有効利用につながり、ひいてはその成果は地域に還元されることになる。第 2 点は、処理後の果皮残渣の
堆肥化である。現在、柚子加工現場では一部果皮残滓の堆肥化が行われている。しかしながら、堆肥化にあたっては、
柚子残渣に残存する精油がかえって円滑な堆肥化を妨げる要因となっている。したがって、堆肥化の原料である果皮
残滓の精油含量を極力少なくすることが、微生物活性の低下を防ぎ、より効率的な廃棄物処理が可能となる。得られ
た堆肥を柚子栽培地に還元することにより、エココンシャスな物質循環系が成り立つ。第 3 点は、以上の柚子の果皮
残滓処理で排出される工場廃水の浄化システムの構築を図ることである。柚子はとくにペクチンや高分子化合物が多
く、その果汁は粘性が高くこれまで廃水処理が困難とされてきた。したがって、柚子廃液に適した新たな技術開発が
必要である。本プロジェクトでは主にこれら 3 点を重点課題として取り組んできた。

超音波印加型減圧水蒸気蒸留装置の開発
　精油の減圧水蒸気蒸留法による精油の抽出法は従来から一般的に行われている方法である。この方法は有機溶剤抽
出法および圧搾法に比べて、得られる精油が無色透明であること、溶剤または不揮発性物質の残留がなく純粋な精油
が得られる利点がある。しかしながら、精油収率は他の方法に比べて 1 ～ 3 割ほど低い。さらに柚子果皮残滓は他の
柑橘類に比べてきわめて粘性が高いため、組織間に吸着している精油粒子が遊離されにくく、その結果、水蒸気蒸留
の効率はさらに低下する。蒸留の前処理として酵素処理、酸処理などを使うと、廃水処理において BOD や COD を
高くし、かえって問題を倍加させる。そこで精油をペクチンや繊維類などの高分子から遊離させる方法として超音波
を同時に印加しながら減圧水蒸気蒸留を行う方法を考案した。この方法によれば、高分子が個々に解離し、その結果、
精油収率が超音波を使わない場合よりも約 1.2 ～ 1.5 倍増加する。柚子果皮残滓から超音波減圧水蒸気蒸留法の適用
は初めてであり新規な方法である（特許取得済）。この技術の利点として、精油抽出効率が格段に向上することにより、
抽出時間の短縮、エネルギーコスト、労働時間の短縮にもつながる。さらに、蒸留後の残渣処理も微生物活性を弱め
る精油の大部分が除去されているため、堆肥化および浄水処理においても好条件となる。このため、従来の方法に比

１ 研究成果③

　柚子搾汁後残滓のエココンシャスな
　　　　　　　　　　精油抽出・処理技術の開発
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べて、自然に負荷をかけない物質循環型の残滓処理システムを完成させることができる。本プロジェクトにおいて、
エコロギー四万十工場内に 1 トン容量の水蒸気蒸留タンクを含む超音波印加型減圧水蒸気蒸留装置を設置した。超音
波発生装置の能力、蒸留塔の改善、冷却系の能力向上、精油回収補助タンクの増設など、実験を繰り返す中で、柚子
果皮残滓からの精油回収に最適の装置の組み立てに成功した。現在、高品質で効率よく柚子精油を回収しており、来
年度からの商業化を目指している。

蒸留後残渣の堆肥化
　果皮搾汁後残滓の活用法の一つとして堆肥化は従来から行われている技術である。堆肥化は微生物の発酵力を利用
する。しかしながら、カンキツのみならず一般に植物精油は殺菌・殺虫作用を有する。このため、精油がまだ多く残
存するバイオマス（この場合は柚子搾汁後残滓）を堆肥化過程にもっていくと、堆肥化に関係する微生物活性を低下
させ、発酵抑制の原因となる。したがって、堆肥化原料中の精油量はできるだけ少なくしておく方が、堆肥化過程の
円滑・迅速な進行に有利となる。堆肥化の方法として、好気的発酵法と嫌気的発酵法がある。両方法とも一長一短が
あり、それぞれの使用環境に応じた方法が選択される。本プロジェクトの実験拠点であるエコロギー四万十工場の場
合、比較的人家の少ない広い敷地環境に恵まれていることから、好気的自然堆肥化法で堆肥化を試みている。本技術
では自然の土壌微生物を最大限利用するもので、柚子搾汁後残滓の水蒸気蒸留後の残渣物を土と混ぜ、ときどき切り
返す方法により数か月かけて、土と堆肥の混合物である作物培養土を作っている。この方法は果皮残滓中の精油を効
率よく抽出する技術開発より生み出されたものである。
　柚子残滓の蒸留後残渣の堆肥化の他に、残渣の新たな有効利用の道も探索している。共同研究者の永田信治教授に
よれば、残渣の中から食品工業上有用な乳酸菌が単離されている。また、本学深田陽久准教授により、柚子香が付与
される養殖魚用の飼料への応用試験も行われている、このように、柚子搾汁後残滓の活用法として堆肥化以外に、二
次的付加価値を生む研究開発も進行しており、その成果も今後期待される。

柚子廃液に適した廃水浄化システムの開発
　廃水処理は食品の加工・製造プロセスで避けては通れない問題である。廃水処理は非生産段階であり、一般に敬遠
されたり、見逃されがちである。食品加工・製造関係の多くの研究プロジェクトを見るに、一つの生産プロセスのみ
の技術開発に集中する傾向がある。本プロジェクトは自然環境への配慮および物質循環を背景としつつ、廃水浄化も
含めた未利用資源の有効利用を総合的に意図したところに大きな特徴をもつ。
　柚子には他のカンキツにはないいくつかの特徴を有しているが、その中で、柚子廃液の粘性がきわめて高いことが
あり、廃水処理の大きなネックとなっている。本プロジェクトでは共同研究者の（株）四電コンサルタントの開発し
た傾斜土槽方式浄水システムを基本システムとして導入している。この処理システムの原理はミミズなどの土壌生物
の浄化能力を活用したものである。したがって、この生物による浄化システムの導入においても、廃水原液中の精油
含量を極力少なくしておくことが重要である。本プロジェクトで開発した超音波印加型減圧水蒸気蒸留装置とリンク
させることによって、この傾斜土槽方式浄水システムの能力、特徴を十分に生かせるようになるものと考えられる。
しかしながら、この浄水システムはこれまで多くの食品廃液処理に対して実績をあげてきたが、柚子の廃液処理に関
しては、これまでと同じノウハウを直接適用できない問題に直面した。この浄水システムを効率よく働かせるために
は、柚子の廃液の前処理が最大のポイントであることが明らかとなった。本プロジェクトにおいて、蒸留後残渣の前
処理について、ろ過法、沈殿法、酵素処理法、化学的処理法など多くの検討を行ってきた。その結果、経済性、生物
に対する安全性などの点からもっとも有望な方法を見出した。この点の紹介は別の機会に譲ることとしたい。

おわりに
　本研究プロジェクトは、高知県の誇る主要農産物の一つである柚子について、利用加工面から、高知県のもう一つ
の財産である豊かな自然環境を考慮しながら、技術開発を行ったものである。柚子の果皮残滓処理についてエココン
シャスな視点からとらえ、効率的な精油回収技術の確立とその後に続く残渣の効率的堆肥化そして加工廃液の浄水シ
ステムの構築を総合的に行ったものである。柚子の搾汁後残滓のほとんどが産業廃棄物として処理されている現実を
考えると、本技術開発は、二酸化炭素排出の軽減とも関連し、地球環境保全の一助になるものと考えられる。ここ数年、
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柚子に対する人々の関心が高まる中で、エココンシャスな技術開発のコンセプトのもとで製造された情況が消費者に
理解されれば、このプロジェクトで開発された高品質の柚子精油および一連のシステムに対して、さらに付加価値が
増幅されるものと期待している。
　最後に、本プロジェクトは、平成 18 年度～ 20 年度の 3 年間にわたって（独）科学技術振興機構の「実用化のため
の育成研究」で採択されたものである。共同研究者として著者以外の組織に、高知工科大学、高知工業高等専門学校、

（株）エコロギー四万十、（株）四電技術コンサルタントの協力を得ている。
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図 1．　新規な超音波印加型水蒸気蒸留装置による柚子の搾汁後果皮残滓からの精油回収および廃棄物処理システム
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３ 平成 19 年度　民間企業との共同研究一覧（69 件）
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３ 平成 19 年度　民間企業との受託研究一覧（82 件）
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知 的 財 産 部 門 

平成20年

新規採用職員向け職務発明制度説明会

第２５回知的財産専門委員会

平成１９年度第1回弁理士による発明相談会（７件）

第２６回知的財産専門委員会

第６回産学官連携推進会議　出展（国立京都国際会館）（17日まで）

国際バイオEXPO2007　出展（東京ビッグサイト）（22日まで）

平成１９年度第２回弁理士による発明相談会（１件）

第２７回知的財産専門委員会

平成１９年度第３回弁理士による発明相談会（５件）

イノベーションジャパン2007－大学見本市－　出展（１４日まで）

平成１９年度第４回弁理士による発明相談会（3件）

平成１９年度第５回弁理士による発明相談会（１件）

大学等研究機関(学生)向け知的財産セミナー『知的財産総合基礎セミナー』

（朝倉キャンパス）

『産学連携の成功事例と知的財産戦略セミナー』

第２８回知的財産専門委員会

大学等研究機関(学生)向け知的財産セミナー『知的財産総合基礎セミナー』

（物部キャンパス）

大学等研究機関(研究者・教職員)向け知的財産セミナー『特許法の基礎と水

産分野における活用について』（物部キャンパス）

大学等研究機関(研究者・教職員)向け知的財産セミナー『特許法の基礎と医

療・看護分野における活用について』（岡豊キャンパス）

第２９回知的財産専門委員会

大学等研究機関(研究者・教職員)向け知的財産セミナー『ソフトウエア・情報

システム分野における発明と戦略的特許取得』（朝倉キャンパス）

第３０回知的財産専門委員会

平成１９年度第６回弁理士による発明相談会（４件）

平成１９年度第７回弁理士による発明相談会（１件）

平成１９年度第８回弁理士による発明相談会（６件）

第３１回知的財産専門委員会

平成１９年度第９回弁理士による発明相談会（１件）

ナノバイオExpo2008　出展（15日まで）

第３２回知的財産専門委員会

平成１９年度第１０回弁理士による発明相談会（３件）

平成１９年度第１１回弁理士による発明相談会（８件）

第３３回知的財産専門委員会

第３４回知的財産専門委員会

４月２日

４月16日

５月９日

６月14日

６月16日

６月20日

７月30日

７月31日

９月12日

10月16日

10月23日

10月31日

11月６日

11月８日

11月13日

11月20日

12月４日

12月18日

１月７日

１月８日

１月９日

１月21日

１月24日

２月４日

２月13日

２月20日

２月25日

２月26日

３月７日

３月18日

平成19年

●活動報告
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　国際・地域連携センター　知的財産部門の紹介

1. 機能

　本部門は、高知大学知的財産ポリシーに則り、教職員の研究成果である発明の相談・保護・管理・活用を実施する
部門として設置されたものである。
　主要な活動として、発明相談会開催、特許等のライセンス契約・管理、特許関係の各種セミナー及び対話型特許調
査事業の開催、共同研究契約等の知的財産条項の交渉・検討、及び各種展示会出展等の技術移転活動を行っている。
平成１９年度においては新たな事業として、「産学連携の成功事例と知的財産戦略セミナー」と題して、企業の経営
者等からの事例紹介を中心とした知的財産に関するセミナーを開催した。

2. 体制

Ⅰ . 知的財産部門
　平成 19 年度の体制は、部門長は国際・地域連携センター長の受田副学長が兼務し、四国ＴＬＯ分室員として島崎
客員准教授（産学官民連携部門との兼務職員）が教員組織として、また、事務組織しては、地域連携課の専門職員及
び事務職員がそれぞれ１名配置されている。

Ⅱ . 他部門等との連携
　当部門の業務内容と密接に関連する、産学官民連携部門（コーディネイト機能）及び研究協力課（共同研究契約等
の実務窓口）との連携が必須であることから、合同ミーティング及び情報交換を実施し、案件のステージにあわせて
最適な教職員を担当者とすることで、効率的に業務を行えるように配慮している。

Ⅲ . 四国 TLO との連携
　当部門の業務に関して、四国 TLO との連携強化を図っている。具体的には、研究者から発明の相談があった場合
において、弁理士とともに発明相談会に同席し、特に市場性の観点からの目利きを依頼することができる体制を確立
している。また、技術移転段階においては、手続を文書化することにより、明確な意思表示の下での、委託関係を構
築している。

3. 実績

　平成 19 年度の特許出願に関して、発明届出数は 45 件であったが、前年以上に事前評価を厳格に行い、質的な充実
を図ったため、特許出願数については、前年（37 件）に比較して減少し、30 件であった。
　しかし、前年に比較して発明の質的充実のための活動は大幅に増大し、職務発明説明会及び発明発掘作業（前年度
３回→今年度 24 回）及び発明相談会（前年度 27 件→今年度 40 件）を積極的に行った。
　特許等実施許諾契約としては、平成 19 年度にソフトウェア関連で２件、特許譲渡契約１件、成果有体物の提供契
約がバイオ分野で１件あり、前年並みの合計１,871 千円の収入を得、累計で９件の特許実施許諾契約を行った。

4. 成果物（16 － 19 年度）

・高知大学知的財産ポリシー
・高知大学国際・地域連携センター規則
・高知大学国際・地域連携センター運営戦略室規則
・高知大学国際・地域連携センター推進委員会規則
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・高知大学国際・地域連携センター知的財産専門委員会規則
・高知大学発明規則
・職務発明における補償金に関する細則
・高知大学技術移転規則
・高知大学成果有体物取扱規則
・企業との共同研究等から生じた知的財産権の取扱についての基本方針
・高知大学国際・地域連携センター知的財産部門特許助成制度について
・共同研究・受託研究・特許権の取扱いについて（平成 19 年９月 10 日改訂）
・国立大学法人高知大学特許出願方針
・特許の審査請求及び拒絶理由通知等対応方針
・国立大学法人高知大学知的財産権活用・放棄基準
・国立大学法人高知大学発明フロー
・発明届けの審議手順
・発明から特許取得までの手続きと費用
・高知大学共同研究取扱規則
・共同出願契約書（ひな型）
・実施許諾契約書（ひな型）
・有体物譲渡契約書（企業用）（ひな型）
・有体物譲渡契約書（研究用）（ひな型）
・商標使用権設定契約書（有償版）
・商標使用権設定契約書（無償版）
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各種セミナー等取組み

１．セミナー
　　　Ⅰ．「特許法の基礎と水産分野における活用について」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 11 月 20 日（火）　　14：00 ～ 16：00
　　　　　開催場所：高知大学　物部キャンパス　４号棟１階　４－１－３教室
　　　　　講　　師：弁理士　辻丸　光一郎（辻丸国際特許事務所：京都市）
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：株式会社テクノネットワーク四国

　　　Ⅱ．「特許法の基礎と医療・看護分野における活用について」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 11 月 20 日（火）　　18：00 ～ 19：30
　　　　　開催場所：高知大学　岡豊キャンパス　看護学科棟１階多目的室
　　　　　講　　師：弁理士　辻丸　光一郎（辻丸国際特許事務所：京都市）
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：株式会社テクノネットワーク四国

　　　Ⅲ．「ソフトウエア・情報システム分野における発明と戦略的特許取得」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 12 月 18 日（火）　　15：00 ～ 17：00
　　　　　開催場所：高知大学　朝倉キャンパス
　　　　　　　　　　理学部　情報科学科棟　情報科学第２講義室
　　　　　講　　師：弁理士　酒井　宏明（酒井国際特許事務所：東京都）
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：株式会社テクノネットワーク四国
　　　
　　　Ⅳ．「知的財産総合基礎セミナー」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 10 月 31 日（水）　　13：30 ～ 16：00
　　　　　開催場所：高知大学　朝倉キャンパス
　　　　　　　　　　総合研究棟　２階　第３会議室
　　　　　講　　師：弁理士　森田　拓生（辻本法律特許事務所：大阪市）
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：( 社 ) 発明協会　高知県支部

　　　Ⅴ．「知的財産総合基礎セミナー」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 11 月 13 日（火）　　13：30 ～ 16：00
　　　　　開催場所：高知大学　物部キャンパス　４号棟１階　４－１－３教室
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　　　　　講　　師：弁理士　森田　拓生（辻本法律特許事務所：大阪市）
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：( 社 ) 発明協会　高知県支部

　　　Ⅵ．「産学連携の成功事例と知的財産戦略セミナー」　
　　　　　開催日時：平成 19 年 11 月６日（火）　　13：30 ～ 16：15
　　　　　開催場所：高知大学　朝倉キャンパス
　　　　　　　　　　メディアの森　６Ｆ　メディアホール
　　　　　講　　師：名古屋大学　准教授　大竹　尚登　
　　　　　　　　　　株式会社ナック　代表取締役社長　中島 洋司　
　　　　　　　　　　藤崎電機株式会社　代表取締役社長　藤崎　稔　
　　　　　主　　催：四国経済産業局
　　　　　共　　催：高知大学
　　　　　実　　施：株式会社テクノネットワーク四国

２．発明相談会
　伊藤　浩彰　弁理士、竹岡　明美　弁理士（アスフィ国際特許事務所：大阪市）、または中野　睦子　弁理士、松
本　公雄　弁理士、谷田　龍一　弁理士（三枝国際特許事務所：大阪市）を延べ 11 回招聘し、累計 40 件の相談を行い、
出願明細書の打合せや、研究の方向性や必要なデータの確認等を行った。

３．展示会（知的財産部門が主となるもの）
名　　称：国際バイオ EXPO2007
開催日時：平成 19 年６月 20 日（水）～ 22 日（金）
開催場所：東京都　東京ビッグサイト
主　　催：リードエグジビジョンジャパン株式会社

名　　称：ナノバイオ Expo2008
開催日時：平成 20 年２月 13 日（水）～ 15 日（金）
開催場所：東京都　東京ビッグサイト
主　　催：ナノバイオ　Expo　実行委員会
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４．大学院生への特許調査教育について
　下記セミナーに対しては、３回・18 名の大学院生の参加が得られた。

　国際・地域連携センター（知的財産部門）では、特許庁の委託で高知県の発明協会へ派遣さ
れている特許情報活用支援アドバイザーを下記のとおり招聘し、主に大学院生を対象に（希望
される教員、学部学生を含む）特許の調査方法を教育することにより、学生への教育の質の向
上並びに就職活動に役立つ知識の習得を行うとともに、研究活動の一助とすることを計画いた
しました。
　各研究室では、学会・論文の動向により研究計画を立案し実行しているものと考えていますが、
最近では研究計画の立案等に際し特許情報の検索（先行技術調査）を行うことも重要であると
の認識が深まってきております。
　奮ってご参加下さいますよう、よろしくお願いします。
　なお、各学生へのご案内は案内文書を添付しておりますので各研究室へ配布くださいますよ
うお願いします。また、併せて電子掲示板及び各教員へ電子メールを行う等の方法により周知
させていただきます。

記

1. 対象
　　大学院生（希望される教員、学部学生を含む）
　　研究室単位等で１回当たり４～５名程度（小人数で行ないたいためです。）
2. 日時
　　８月－ 11 月　研究室単位に対し週１回程度　15 時から 17 時頃まで
3. 場所
　朝倉　国際・地域連携センター　２Ｆ　連携推進室１
　物部　図書館分館
　岡豊　講義棟
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その他の取り組み

１．知財活動の個人評価への反映（特許を論文と同等に評価することへの取組）

　高知大学では、教員の活動を教育、研究にとどまらず地域貢献等を含めて点数化（評点）して評価するシステムを
他大学に先駆けて構築した。平成17年度は試行期間とし、平成18年度から本格的に導入している。この中で特許出願、
特許登録についても論文と同等以上の価値を認めることになった。このシステムは、今後、大学に知的財産活動を定
着化するのに非常に大きな力になると考えられる。

２．研究助成制度

　特許出願を行ったが、知的財産の観点からさらに追加の研究を行えばより強い発明にブラッシュアップできる潜在
的価値が高い案件がある。しかし若手研究者等では研究費が少なく研究が進まない場合も考えられ、少額ではあるが
知財部門の判断で知財部門予算から助成できる制度（０～２件／年、総額 100 万円）を発足させた。この制度は、定
期的に募集するものではなく、真に必要だと知財部門が判断した場合に行う助成制度として設定したものである。

３．対話型特許調査事業

　医学部片岡教員及び農学部市浦教員（２回）の研究を対象として、四国経済産業局主催により、弁理士等の専門家
及び特許調査等を行っている株式会社カネカテクノリサーチを招聘し、先行技術調査、特許情報検索、特許マップ作成、
明細書作成などを、研究者と対話しながら進めることを通じて、研究開発の初期の段階から特許戦略を意識し、個別
案件を深く掘り下げて議論する目的として設けられた当該事業を行ったものである。

【平成 17 年度「教員の総合的活動自己評価」に関する報告書】より抜粋
（平成 18年 12月　国立大学法人高知大学評価本部）
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１ 平成 19 年度　発明届の処理状況
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Section

国 際 交 流 部 門 

平成20年

平成19年度高知大学国際交流基金助成事業の実施（8事業、予算規模880万円）

第８回国際交流基金管理委員会（計７回開催）

第７回国際交流推進委員会（計８回開催）

国立中山大学（台湾）との大学間交流協定を締結

マレーシアプトラ大学（マレーシア）との大学間交流協定を締結

受田副学長、遠藤国際交流部門長ほか一行が安徽大学（中国）を訪問。学術交

流協定の更新と安徽大学日本語教育センターの設立について協議

江蘇工業学院（中国）王雪峰学長ほか2名が表敬訪問

ＷＧ「国際交流のあり方懇」を設置（計５回開催）。高知大学の国際交流のあり

方と次期中期計画に繋がるマスタープランを策定するため検討を開始

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）平成１９年度集団研修開講式

「海域における水産資源の管理及び培養」コース（11月26日まで）

韓国地質資源研究院石油海洋資源部（大韓民国）との部局間（海洋コア）交流

協定を締結

カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校教授ほか2名を招聘し、国際交流基

金助成事業特別講演会を開催

フィリピン農業省漁業・水産資源局第２地域支所（フィリピン）との部局間

（黒潮圏）交流協定を締結

陜西科技大学（中国）姚書志副学長ほか1名が表敬訪問

人文学部学生によるフィールド活動「タイ・スタディーツアー2007」（9月10

日まで）を実施

「ＩＮＡＰ（友好提携港国際ネットワーク）2007高知会議」への参加

農学部外国人留学生等交流懇談会（西島園芸団地）

東海大学（台湾）との大学間交流協定を締結

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）平成１９年度国別研修開講式

「マダカスカル持続可能な水産資源管理及び開発」コース（12月1日まで）

平成１９年度外国人留学生実地見学旅行（香川県小豆島）

医学部外国人留学生等との交流懇談会（医学部キャンパス）

平成１９年度国立大学等国際企画担当部課長等連絡協議会（国立オリン

ピック記念青少年総合センター）当番校：高知大学

遠藤副学長と高知県行政訪問団が合同で訪中。安徽大学日本語教育セン

ター開設の覚書を締結

学長主催外国人留学生等交流懇談会（高知会館）

サルティジョ工科大学（メキシコ）MIGUEL ANGEL CISNEROS GUERRERO副学長ほ

か1名が表敬訪問

４月１日

４月11日

５月７日

５月14日

５月18日

５月23日

６月19日

６月25日

７月23日

８月７日

８月８日

８月24日

８月30日

９月４日

10月５日

10月18日

11月８日

11月17日

11月19日

11月20日

11月27日

12月７日

12月12日

平成19年

東国大学校文科大学（大韓民国）との部局間（人文学部・教育学部）交流協定

を締結

スリウィジャヤ大学（インドネシア）との大学間交流協定を締結

ＷＧ国際交流のあり方懇が「高知大学の国際交流のあり方について（中間報

告書）」を公表

イェーテボリ大学（スウェーデン）との短期教員研修留学プログラムにより

高知県内の現職教員を派遣（3月30日まで）

ハバナ大学海洋研究所（キューバ）との部局間（黒潮圏）交流協定を締結

高知大学と高知県との国際連携に関する協定書を締結

「アジアン・フィールドサイエンス・ネットワーク国際ワークショップ」を開

催。ベトナム、タイ、マレーシア、インドネシアの協定校から研究者を招聘し

共同研究を発表（南国市ほか3月27日まで）

２月12日

３月11日

３月19日

３月21日

３月24日

３月25日

●活動報告
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　安徽大学との学術交流協定を更新　　　　

　平成 19 年５月 23 日（水）～ 25 日（金）に協定校である安徽大学（中国）を訪問し、更新時期を迎えていた学術
交流協定の調印を行いました。高知大学の受田副学長、遠藤国際交流部門長、高橋人文学部准教授、中島地域連携課
長による訪問団が相良学長の親書を携え、調印式に参加しました。安徽大学の黄徳寛学長、王副学長らとの意見交換
では、今後５年間の交流活動や人文・自然科学分野での研究交流について話し合いが行われました。
　生命科学院においては、受田副学長から高知大学の概要説明と高知大学が重点的に進めている研究プロジェクト（①
海洋深層水、②海洋コア、③環食同源プロジェクト等）について講演が行われました。安徽大学との連携はこれらの
研究プロジェクトの分野でも実現していくことが期待されます。
　2008 年安徽大学は創立 80 周年を迎えることから、本学の相良学長に対し安徽大学を来年訪問していただきたい旨
のメッセージが伝えられました。

協定書に署名を行う黄徳寛学長（右）と受田副学長（左） 生命科学院において高知大学の重点研究プロジェクトを紹介する
受田副学長
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　平成19年度高知大学国際交流基金奨学金授与式

相良学長から外国人留学生に目録が授与 全員で記念撮影（事務局棟玄関前）

　平成 19 年７月 26 日（木）事務局棟学長室において、外国人留学生に対する奨学金授与式を実施しました。
　この奨学金制度は、本年度から新たにスタートした高知大学国際交流基金の助成事業に基づくもので、本学に在学
する私費外国人留学生に対し生活条件の改善と学業の向上を図るために奨学金を支給するものです。所属学部・研究
科長が推薦する８名の外国人留学生にそれぞれ奨学金（月額３万円 × １年間）が授与されました。
　授与式では、相良学長から奨学金目録が授与者に手渡され、今後の一層の研鑽と母国と日本との架け橋となるべく
活躍を期待する旨の挨拶が述べられました。
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　佳木斯大学 ( 中国 ) を訪問　　　　　　　

佳木斯大学陳承貴書記、孟祥才校長、干敏化学薬学院長、
李暁捷リハビリテーション学院長らと訪問団

『2007 中国生物薬学創新研究論壇《薬物生物技術》第 3回理事会』
に参加する西岡豊薬剤部長

佳木斯大学本部棟と電光掲示板（黒龍江省佳木斯市）『佳木斯大学・高知大学　第３回学術研究討論会』

　平成 19 年 9 月 2 日（日）～ 5 日（水）に、高知大学医学部の西岡豊薬剤部長、藤田倫子看護学科長を始めとする
訪問団一行８人が協定校である佳木斯（チャムス）大学（中国）を訪問しました。
佳木斯大学とは、旧高知医科大学時代の昭和 60 年 10 月に交流協定を締結し以来、活発に交流を行っており、高知大
学の国際交流の中でも特に実績を有しているものであります。
　9 月 4 日には、佳木斯大学及び高知大学の共催による『佳木斯大学・高知大学　第３回学術研究討論会』を開催し、
干敏化学薬学院長、李 ? 捷リハビリテーション学院長、西岡豊薬剤部長、藤田倫子看護学科長が発表を行い、研究等
に関する情報交換を行いました。
　更に佳木斯大学共産党委員会陳承貴書記、孟祥才校長と、西岡豊薬剤部長、藤田倫子看護学科長が、佳木斯大学と
高知大学の今後の両大学の国際交流についての意見交換を行い、従来の交流に加えて看護学の分野や人文社会科学の
分野、その他相互に交流できる分野については、交流を活性化させることが望ましい旨の共通認識を得ました。
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　外国人研究者を招聘し国際セミナーを開催

講義を行うHILLERT 博士 ( 総合研究棟 ) 左より中野准教授、学生、HILLERT 博士

　日本学術振興会の外国人研究者招へいプログラムにより、このたびアメリカからDieter G. HILLERT博士（カリフォ
ルニア大学サンディエゴ校神経科学部）が、来日されました。博士を招聘したのは人文学部中野陽子准教授（心理言
語学）で、10 月 1 日～ 11 月 30 日まで高知大学総合研究棟を拠点に学術交流を行いました。
　HILLERT 博士は、認知心理学的手法や脳画像の手法を用いて、英語・ドイツ語等の文処理がどのように行われて
いるのか研究しています。高知大学では、障害心理学の教員、大学院生、学部学生を対象に、共同で研究発表を行い、
国際セミナーを開催しました。

第 1 回「Beyond (De)composition: Idiomatic Language Processing  ( 分解、組み立てを超えて：比喩表現の処理 )」
　　　　HILLERT 博士　19.10.31
第２回「Processing Ambiguous Relative-Clause Attachment in L2 Japanese by Chinese Students ( 中国人学生によ
　　　　る第二言語としての日本語における関係節付加曖昧構文の処理 )」中野准教授　19.11.26

　また、HILLERT 博士のドイツ語の動詞の認知処理についての先行研究と中野教員の日本語の文の理解過程につい
ての先行研究を持ち寄り、双方の研究成果を盛り込みながら、共同研究のための実験のデザインなどについて討議を
行いました。今後コンピューターを用いた共同実験などを予定しています。
　そのほか、高知大学内での教育・研究にとどまらず東京大学での講義（10.2 ～ 3）、全国英語教育学会四国支部での
講演（10.14）、広島大学でのセミナー（10.26）を行い、日本の多くの研究者・学生との交流を深めました。
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　東海大学 ( 台湾 ) との学術交流協定を締結

署名協定書を交換する程海東学長（左）と遠藤副学長（右） 附属高級中学を表敬訪問

　平成 19 年 10 月 17 日（水）～ 19 日（金）に新しく協定校となった東海大学（台湾：台中市）を訪問し、学術交流
協定の調印を行いました。高知大学の遠藤副学長が相良学長の親書を携え、調印式に参加しました。東海大学の黄程
海東学長らとの意見交換では、今後５年間の交流活動や歴史系分野での研究交流について話し合いが行われました。
また、学生交流の覚書を締結する方向で話が進み、歴史系のほか日本語学科、農学部、附属小中学校が強く交流を望
んでおられます。
　東海大学は、文学部、理学部、工学部、管理学部、社会科学部、農学部およびそれぞれの大学院を有する総合大学
です。開学は 1965 年と比較的新しいが教育、研究ともに優れた実績を収めています。とくに文学部には歴史、文学、
外国語などの学科があり充実したスタッフがそろっており、外国語教育に力を入れるなど実践的な教育研究を非常に
重視した大学です。すべての学科に日本語のできる教員がおり、特に附属中学校では日本語の授業を選択性で取り入
れています。
　このほか遠藤副学長は、東海大学の留学生センター（華語センター）と学生寮を見学し、日本人の交換留学生から
学業や生活面の話を聞いてきました。高知大学からの交換留学生も歓迎するとのことでした。
　東海大学との交流は、毎年一度研究者がお互いを往来し、共同研究を深めることや国際シンポジウムやセミナーを
共同で開催することとしています。
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 　平成 19 年度ＪＩＣＡ集団研修コースを閉講

世界 7カ国から参加した研修生と井上研究担当理事（前列中央左）、佐々木ＪＩＣＡ四国支部長（前列中央右）

　平成 19 年 10 月 26 日（金）国際協力機構（ＪＩＣＡ）の「2007 年度海域における水産資源の管理及び培養」集団
研修の閉講式を行いました。
　今回の研修には、集団研修コースに８名（アルゼンチン、ブラジル、フィリピン、タイ、ベトナム、イエメン各１名、
トルコ２名）が参加して、約３ヶ月にわたった研修を修了しました。研修員は海洋県である高知の特色を活かした本
コースを通して、海域における水産資源の管理及び培養の重要性や海洋調査のための技術を学び、帰国後は母国の水
産業発展の原動力となることが期待されています。
　閉講式では、井上研究担当理事から各修了生にそれぞれ修了証書が手渡された後、修了生を代表してトルコ共和国
デミレル ･ ナジルから謝辞が述べられました。最後に参加者全員が今後の友好を誓い合うなど、終始和やかな雰囲気
の中、閉講式を終わりました。
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　国立大学法人等　
　　国際企画担当部課長等連絡　協議会を開催

大学の国際企画に係る講義を受ける参加者
（国立オリンピック記念青少年総合センター）

施策説明を行う渡辺国際課企画調整室長

海部宣男放送大学教授による講演 活発な質疑応答が行われた連絡協議会

　平成 19 年度国立大学法人等国際企画担当部課長等連絡協議会が、高知大学を当番機関として、11 月 20 日（火）に
渋谷区代々木の国立オリンピック青少年総合センターで開催され、89 機関から 137 名が参加しました。
　木曽功国際統括官による開会挨拶後、文科省国際担当部署より①「世界に開かれた大学をめざして」、②「大学教
育の国際化をめぐる最近の動向」、③「科学技術・学術分野における国際関係施策」について施策説明が行われました。
また、日本学術振興会（JSPS）、科学技術振興機構（JICA）による事業説明が行われた後、国際協力機構（JICA）の
村上正博国内事業部長が「技術協力と大学連携」、放送大学の海部宣男教授が「天文学の国際協力・国際交流」につ
いて講演を行いました。参加者は普段聞くことのできない講演に熱心に耳を傾けていました。
　その後、平成 17 年度に「大学国際戦略本部強化事業」に採択され、現在優れた国際的事業を展開している先進大
学 3 校（九州大学、一橋大学、鳥取大学）からその取組みについて事例発表が行われ、活発な意見交換が行われました。
　また、協議会後に開かれた懇親会では、和やかな雰囲気の中で熱心な意見交換及び情報交換が行われました。
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　東国大学校文科大学（韓国）との
　　　　　　　学術・学生　交流協定を締結

前列左より藤田教育学部長、金副学長、
根小田人文学部長（事務局５階会議室）

相良学長との懇談（事務局４階学長室）

　平成 10 年２月 12 日（火）に東国大学校文科大学（大韓民国：ソウル特別市）と高知大学人文学部及び教育学部が
それぞれ学術交流協定、学生交流覚書を締結しました。
　東国大学校は、韓国でも有数の私立総合大学で、仏教、文科、理科、法科、社会科学、経営、生命科学、工科、情
報工科、師範、医科などの 19 学部および大学院を有し、慶州市にもキャンパスがあります。協定を締結する文科大
学は、教授 58 名で文学科、史学科、哲学科などを有しており、また図書館には韓国のみならず、中国、日本の古文
書が所蔵されており、研究教育に大変有益となります。
　調印式は、高知大学で行われ、東国大学校から金龍紀副学長、徐仁範教授、金大煜課長、高知大学から根小田人文
学部長、藤田教育学部長、遠藤副学長をはじめ関係者が出席し、協定書に調印の後、両大学の概要説明及び意見交換
が行われました。今後は、歴史学をはじめとして年１回の研究者交流を行い、共同研究や国際ワークショップを開催
することとしております。
　将来は大学間協定の締結も視野にいれており、歴史学のみならず日本語、文学、哲学、心理学などの多方面にわた
る組織的な交流を予定しています。
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１国際交流のスキーム及びポリシー
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高知大学における国際交流活動スキーム
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高知大学における国際交流ポリシー

平成 18年４月 12 日
役員会決定

高知大学は「地域の大学」として、国際交流を通じ教育研究活動を活性化すると共に、アジア・太平洋地域を始め、
世界の国々、特に発展途上国との教育研究協力活動を推進します。これらの国々の大学と研究交流、学生交流活動を
推進する中で、世界の文化の発展に貢献することを目標としています。この目標の達成のために、次の７つの原則を
定めます。

１．量と共に質の充実

　従来、留学生を通じての交流や研究交流などの交流実績は、数によって評価されてきました。今後は、量の確保と
共に質の充実を目指し、帰国元留学生のフォローアップとネットワーク化を進め、多国間交流の促進に努めます。

２．個人ベースから組織ベースへ

　従来は各部局の計画に基づいた交流を、個人単位の活動で支えていく傾向にありました。今後は、高知大学の国際
戦略を明確にし、目的遂行にむけ全学的組織として取り組みます。

３．分散から一元化へ

　従来、国際交流の実務は個人、部局、国際・研究協力課等で行われてきました。今後は、限られた人的資源で最大
限の効果をあげるため、国際交流部門の統括のもとに国際交流の一元的な実務体制を作り、実務を遂行します。

４．横並びから重点化へ

　従来は国際交流においても一般的に、資源を均等に配分する傾向にありました。しかし今後は、国際戦略に則って
重要と思われる事業に資源を重点的に配分します。

５．ローカルな体制からグローバルな体制へ

　国際交流に関して、それぞれの大学の制度や運営方法を可能な限り把握し、世界各国のそれぞれの大学と協調して、
交流が容易となるように制度や運営方法等の体制を改めていきます。

６．受入れ中心から相互交流へ

　現在、本学から海外に留学する学生は少数に留まっています。学生の国際性を養うために、学内環境を整えて、海
外へ留学・研修する学生の数を増やすことに努めます。

７．国際交流促進のための企画力増強

　国際交流推進のために大学としての企画力を増し、ＪＩＣＡなどの国際協力組織との積極的な連携を図ると共に、
国際交流の推進に向けて資金獲得に努めていきます。
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高知大学の国際交流のあり方について（中間報告書）抜粋

平成 20年 3月 19 日

 はじめに
　「高知大学国際交流のあり方懇」は、高知大学の次期中期目標、中期計画（平成 22 年度～ 27 年度）を見据え、高
知大学の国際交流のあり方についてグランドデザインおよびマスタープランを示す目的で作られたワーキング会議で
ある。本会議の構成員は別紙１の通りであり、ここで扱うことになった議題は、次の６点である。

　　１．国際交流の目的、理念
　　２．大学の組織体制、事務職員の配置、養成
　　３．予算、設備、外部資金の獲得、海外拠点の設置
　　４．交流の組織化、重点化、研究の国際展開、大学間コンソーシアム
　　５．留学生問題
　　６．活動の実績、評価、計画

　平成 19 年度は全５回の会議が開かれ、上記のうち主に１と４を中心に議論した。あわせて、２、５、６について
も若干の意見を交換した。その議事要旨は、別紙２の通りである。以下、会議の内容および議事要旨をもとに、あり
方懇としての中間的なまとめと意見を報告する。

１．国際交流の目的、理念

（１）国際交流と地域貢献：教育、研究に次ぐ第３の柱

　国際交流は何のために行うのか。大学の持つ役割、使命として教育と研究があり、ここに社会貢献が加わった。こ
れは改正教育基本法（平成 18 年法律 120 号）第７条（大学）に明記されており、国際交流と地域貢献は、教育、研
究に次ぐ大学の最も重要な使命、役割の１つである。高知大学でも「地域社会及び国際社会に貢献しうる人材育成と
学問研究の充実・発展」を本学の理念に掲げ、大学の目標には「国際貢献」が謳われている。
　国際交流はもはや大学の独立した通常業務の１つであり、個々人の教員や学生が教育、研究と離れてボランティア
的に行うべき業務ではない。大学の資源である教育、研究が国境を越えて広がるケースは日常のことであり、この資
源を国際的に還元することが本学の使命である。この中から質的により高い国際交流事業をデザインし、次期中期目
標、中期計画へとつなげることが重要である。

（２）教育の国際化

　国際交流は教育、研究とかけ離れたところに存在するのではなく、交流を通して教育、研究もまた進展することが
より重要である。とくに高知大学は「人材の育成」を第一の目的とする大学であり、国際交流と学生の教育との関わ
りは大学の重要な役割の１つである。実際、農学部を主としたアジアン・フィールド・サイエンス・ネットワーク

（AFSN）や黒潮圏海洋科学研究科の院生の海外派遣、医学部におけるハワイ大学との交流は、学生、院生の教育を重
視したプログラムである。その意味で、留学生の派遣、受入、交換ならびにそれに付随する留学生プログラムは、高
知大学における教育の重要な柱にすべきである。
　日本政府の提示した「教育再生会議第二次報告（大学関連）」（以下「第二次報告」という。）においても、留学生
交流の拡大は、人材ネットワークの構築に向けた将来への投資であると述べられている。その上で、大学の国際化とは、
学生や教員等の国際交流の拡大、キャンパスの多言語化、ダブルディグリープログラム等の提供、国際共同研究の実
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施、海外拠点の設立などを含む多様な概念であり、世界から優秀な人材が集まる大学にするため、９月入学の大幅促進、
教員の国際公募、英語による授業、企業・社会との連携が必要と述べられている。
　もちろん、これらの措置はすべての大学が一律に志向できるものではなく、各大学が自らの特色を踏まえて、自主
的に取り組むべきものである。必ずしも大規模とは言えない高知大学において、これらの施策をすべて実施すること
はかなり困難である。しかし本学においても理科系には概ねドクターコースが設置されており、国際的な競争力に打
ち勝つ施策が必要である。また、文科系においても国際交流を通した人材育成が重要であり、語学教育の充実や留学
生交流プログラムは必要不可欠である。
 

（３）研究の国際化

　教員の研究と国際交流の関係、言い換えれば研究の国際化はもはや通常の状態であり、国際交流なくして大学にお
ける研究の発展はあり得ない。平成１９年１１月に開かれた国大協の大学経営マネジメントセミナーにおいても、大
学が教育、研究をするのはあたりまえであり、問題はそれをいかに国際的な水準に高めるかにあるとの指摘があった。
それにともなって、特許や知的財産権の国際化も必要であり、高知大学においても今後はこうした分野の整備が重要
である。
　東京農工大学においては若手研究者の育成をめざし、昨年、テニュア・トラック制度を導入して助教 22 名を国際
公募した。適切な業績評価に基づき、5 年後には（准）教授のポストを用意し、優れた教員群の形成を目指している。
前掲「第二次報告」でも、国際競争に勝ち抜く世界トップレベルの大学院を形成する必要があると指摘している。
　日本学術振興会（JSPS）などが行う学術国際交流事業は、様々なメニューを用意しているが、全体を通じてドクター
コース以上の分野に重点的に支援を行っている。これらを積極的に活用するとともに、マスターコース以下、とくに
学部生の国際交流については、各大学が個別に工夫する必要がある。本学の次期中期計画においてもここを重点的に
行う必要があり、研究、教育と国際交流は不可分のものであるとの認識が重要である。

（４）アジア・太平洋地域

　別紙３　「高知大学における国際交流ポリシー」（平成 18 年 4 月 12 日役員会決定）においては、アジア・太平洋地
域を基点として、世界に広がる交流を展開すると唱っている。その意味で、アジア・太平洋地域の重視は、本学にお
ける国際交流の特色の１つである。実際、大学間協定校のうち９０％以上はアジア・太平洋地域に集中しており、研
究交流や留学生の受入もアジア・太平洋地域が主である。日本政府が提示した「アジア・ゲートウェイ構想」におい
ても、アジアを中心とした世界の優れた人材を積極的に日本に迎え入れ、日本がアジアにおける「高度人材ネットワー
クのハブ」を目指していくことが極めて重要であると述べられている。その意味で、アジア・太平洋地域とのつなが
りは、今後とも本学の特色として重視すべき事項である。
　国立大学法人全体の傾向として、教員の交流はアジアを中心として行われているが、学生の交流は派遣を中心に北
米・ヨーロッパが多い。高知大学においても同様であり、教員の研究交流とそれにともなう学生、院生の交流はアジ
アが中心であるが、それ以外のとくに学部１～２年生の志向としては欧米とくに英語圏への留学希望が多い。その意
味で、教員の研究のフィールドがアジアであるから学生もアジアでというわけにはいかないので、この点は次期中期
計画等策定時にも十分配慮する必要がある。と同時に、本学の学生は語学力不足の問題によって英語圏への留学の希
望がかなわない場合が非常に多く、今後は英語教育など語学面での充実に積極的に力を入れる必要がある。
　一方、国際連合が宣言した８つの「ミレニアム開発目標」（貧困、飢餓、初等教育、ジェンダー、幼児死亡率、ＨＩＶ等）
では、世界で最も貧困地域であるアフリカの底上げを図っている。実際、1990 年以降、日本のＯＤＡ、ＪＩＣＡの活
動はアフリカ支援へシフトしている。また名古屋大学農学国際教育協力研究センター（1999 年設立）は、発展途上国
が必要としている食料不足解消、農業生産性向上、自然環境保全、初等教育の普及などの課題を克服するために農学
とその関連分野において国際協力を全学的に進めている。
　高知大学の５学部においても名古屋大学と同様の取組が期待でき、本学の教育研究活動を一層高度化し、国際化す
るためのモデルになるものと思われる。ただ、国連等においてはアフリカが注目されているが、現在の高知大学の状
況を見れば、まずアジアと欧米を重視し、その先にアフリカがあると考えられる。したがって、当面はアジアへの国
際協力、国際支援、技術移転等をまず行い、その財産をアフリカに向けるべきである。
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２．国際交流の組織化、重点化

　「高知大学における国際交流ポリシー」には、「量と共に質の充実」「横並びから重点化へ」が謳われており、活発
な交流実績のある事業を優先的、重点的に実施し、高知大学としての特色を出すことが重要である。重点化・絞り込
みを行う際には批判や意見などが噴出し、学内でのコンセンサスを得ることが少々難しいと予想される。しかし、一
定の期限を定め、評価を行い、枠を決めた上でコンペを行うといった方法により、重点校や重点事業を絞りこんでい
く作業は可能である。今ある協定校や交流事業を中心に事業を選択し、重点化するという考えも視野に入れる必要が
ある。例えば、農学部を中心に進められているアジアン・フィールド・サイエンス・ネットワーク（ＡＦＳＮ）の取
り組みなどはその一例である。

（１）アジアン・フィールド・サイエンス・ネットワーク（ＡＦＳＮ）の事例

　この事業の目的は、アジアの学術交流協定校と共に、学生の相互教育と教員の共同研究を促進することにある。今日、
地球的規模で広がる食糧や環境などの多分野にわたる課題がアジアにかなり集積されていることから、これらの事象
を実際のフィールド（現場）において学ぶことを主眼としている。学術交流協定校とはこれまでの実績と信頼に基づき、
将来にわたって続けていこうという意思により行われている。実施するプログラムは、①学生の海外フィールドサイ
エンス実習と②教員の共同研究に基づく国際ワークショップの開催を二本柱としている。双方の学生がそれぞれ２週
間程度の実習（現場実習、共同セミナー、学生交流）を行い、高知大学での受入実習時には、愛媛大学・香川大学の
協力を得ている。
　参加学生にとっては、他国の文化を知る上で良いカルチャーショックとなっているとの評価である。また、日本中
心の物の考え方ではなく、視野の拡大と学ぶことに対する意欲向上がみられる。さらに、学生は実習に参加しなかっ
た者を含めて、高知大学で開催したセミナーでは英語力の不足を痛感しているという。ＡＦＳＮは現在農学部が中心
となって行っているが、大学全体の広がりとして他学部にも広げていきたいと考えているとのことである。これまで
大きな事故は起きていないが、実習時の危機管理の問題や本事業を継続的に実施していくための資金確保が大きな課
題である。これを含め、あり方懇の委員からは実施面で多くの質問や問題点が指摘された。しかし、方向性としては
１つの組織的な、大きな取り組みであり、重点化を見すえた賢明な事業であるという点で意見が一致した。
 

（２）日本学術振興会「大学の優れた国際展開モデル」

　日本学術振興会（ＪＳＰＳ）が実施する大学国際戦略本部強化事業は、採択された 20 機関がそれぞれの特色を活
かしつつ、組織的な国際戦略の策定・推進・基盤強化のための取り組みを実施している。毎年度、ここには 5 億円の
予算が投入されている。採択機関は国際戦略展開の優れたモデル開発を行うとともに、抽出されたグッドプラクティ
スは他の大学の参考となることを目的としている。採択 20 機関のうち国立大学は 15 校で、旧帝大・首都圏の大学が
多くを占めているが、新潟大学・鳥取大学・長崎大学など地方の比較的中小規模の機関も含まれている。
　ＪＳＰＳは各機関の取組を９つの観点（①組織体制、ガバナンス、②目標設定、行動計画、評価体制、③外部資金
の獲得、④国際的な大学間連携及びコンソーシアムの活用、⑤個別の研究テーマを中核とした国際展開、⑥職員の養
成、確保、⑦外国人研究者等の受入の改善、⑧日本人若手研究者等の海外研鑽機会の拡大、⑨海外拠点の整備・活用）
に分類し、それぞれの現状認識と課題、注目すべき取組例、分析及び提言を行っている。高知大学においてもこれら
の事例を参考に、創意工夫ある自主的な取り組みが必要と思われる。
 

（３）実績と評価

　重点化の議論に関連して、交流の実績と評価が重要である。国際交流担当が作成した別紙４「大学間協定校別　国
際交流活動実績（平成 16 ～ 18 年度）」は、平成 16 年度から平成 18 年度の過去３年間の交流活動を評価したものである。
具体的には、分野別（①研究者交流数、②学生交流数、③共同研究・国際セミナー・フィールド活動等の実施数）の
実績に対して、国際交流推進委員会がこれまでどのような評価を行ってきたのかを概観した一覧表である。これによ
れば、学生交流数が多くかつ複数学部で活動している協定校として多いのが、佳木斯大学、コンケン大学、カセサー
ト大学などである。一方、研究者交流を中心に活動している協定校は、安徽大学、ハノイ工科大学などがあり、協定
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締結直後でありながら比較的活発に交流している協定校として、フィリピン大学、イェーテボリ大学などがある。
　先に見たＡＦＳＮの活動は、この交流活動実績からみても評価からも見ても十分である。逆に言えば、資金があれ
ば何でもできるし、実績もあがるという見方もできる。したがって、実績に基づく評価と重点化を関連させる場合に
は、量的、数的な評価だけでなく、質的な評価も加味した慎重さが必要である。協定校の中には当方に資金がなくても、
先方がお金を出してまで訪問してくれることもあり、そういう交流は小さくても意味のある実績である。また、フィー
ルド実習だけを優先するとなると、理論系・実験系を主とする分野や文科系の大学を切り捨てるといった問題も生じ
てくる。重点化という場合には、そのあたりについてももう少し突っ込んだ議論が必要である。
　ただし、一般論として、個人的に行ってきた研究交流は、大学全体に集約したときに何が得られたのかはっきりと
見えてこない場合が多く、組織化は重要であるとの見解で一致した。今後、学内で個別に進めている活動をどう束ね
て組織的に見せていくのか、中期計画に向けて考えていく必要がある。また、高知大学が現在持っているものを土台
にし、国の施策・計画とすり合わせていけば、地域ならではの高知大学のオリジナリティの高い目的・目標が設定で
きると考えられる。
　評価に関しては、国際交流活動をすべて数値化して今後の目標としてはどうかという意見がある一方で、前述の通
り、数だけでなく質の評価が大事という意見もあり、今後の検討課題になっている。また、国際交流を行っている教
員への正当な評価や個人活動がカウントされない仕組みの是正なども議論となっている。これも次年度以降改めて議
論する。また国際交流に費やしたこれまでの経費が効率的に使用されたのか、こうした費用の問題も重要な課題であ
る。

３．高知大学国際交流の課題（中間的報告）

　これらの事例を検討する過程で、高知大学の国際交流に関するいくつかの問題点が浮かび上がってきた。
　第１は、大学の組織体制の問題である。本学は留学生、大学間協定、国際戦略などの分野で、組織が独立し、個別
に活動を行っている。国際交流担当の理事も必ずしも明確ではないので、まずは国際交流の組織・ガバナンス面を明
確にし、整備すべきである。関連して、現在の事務職員は少人数であり、当面の仕事を処理するだけで精一杯である。
したがって、専門的かつ余裕をもって仕事ができるよう、人の配置や人材の養成が必要である。前記、日本学術振興
会の「優れた国際展開モデル」に採択された 20 機関を見ると、どの大学も国際戦略本部を設け、強力な組織体制・
行動体制ができている。高知大学の現状ではここまでに至っておらず、まずは現在の組織と役割を整備し、体制を明
確化することが先決である。
　第２の問題点として、留学生宿舎の確保が挙げられる。農学部や医学部に設置している国際交流会館のような施設
が朝倉地区にはなく、留学生交流が非常に不便であるとの指摘がある。そろそろ、これをダイナミックに要求し、スロー
ガンとしてではなく、全学の要求として行う時期にきている。
　第３は重点化の問題である。前述の通り国際交流の事業をいくつかに特化し、ここに集中的に資源を投下すべきで
あるとの意見が多く出された。例えば、近隣の徳島大学でも重点的協定校を６校に絞り、ここに全学の資金・人を重
点的につぎ込んでいるという。高知大学においても活動を外部に見やすくするためには、事業を全学的に集約し、ア
ドバルーンを揚げ、ある程度重点化したほうが得策である。これらの諸問題については、次年度以降、改めて専門的
に議論、検討する。
　以上、平成 19 年度高知大学国際交流あり方懇の中間報告である。
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座長　　遠　藤　隆　俊　　　国際・地域連携センター国際交流部門長

　　　　深　見　公　雄　　　国際・地域連携センター国際交流部門長

　　　　菅　野　光　公　　　総合教育センター修学・留学生支援部門長

　　　　奥　村　訓　代　　　人文学部教授

　　　　谷　口　雅　基　　　教育学部教授

　　　　柳　澤　和　道　　　理学部教授

　　　　小　林　道　也　　　医学部教授

　　　　益　本　俊　郎　　　農学部教授

　　　　諸　岡　慶　昇　　　大学院黒潮圏海洋科学研究科教授

　　　　北　添　英　矩　　　国際・地域連携センター産学官連携コーディネーター

　　　　芝　　　弘　行　　　地域連携課専門職員

　　　　受　田　浩　之　　　国際・地域連携センター長（オブザーバー）

国際交流のあり方懇　委員名簿
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２ 高知大学国際交流基金
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地域発信型国際共同セミナーの開催
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４ 国際交流協定締結校・国際交流活動と評価
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